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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

　

回次
第24期
第３四半期
累計期間

第24期
第３四半期
会計期間

第23期

会計期間

自  平成21年
      ３月１日
至  平成21年
      11月30日

自  平成21年
      ９月１日
至  平成21年
      11月30日

自  平成20年
      ３月１日
至  平成21年
      ２月28日

売上高 (千円) 8,769,2692,784,62912,818,876

経常利益 (千円) 225,337 44,192 176,895

四半期純利益又は
当期純損失(△)

(千円) 77,728 48,633△192,558

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ─ ─ ─

資本金 (千円) ― 1,838,5261,838,526

発行済株式総数 (株) ― 18,302,00018,302,000

純資産額 (千円) ― 3,441,7593,364,095

総資産額 (千円) ― 7,463,5917,672,454

１株当たり純資産額 (円) ― 188.07 183.83

１株当たり四半期
純利益金額又は当期純損失金
額(△)

(円) 4.25 2.66 △10.52

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─

１株当たり配当額 (円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) ― 46.1 43.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △25,737 ― 962,475

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 177,847 ― △259,105

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 237,317 ― 135,267

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 2,677,5042,288,076

従業員数 (名) ― 301 297
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(注) １　当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、四半期連結累計（会計）期間等に係る主要な経営指

標等の推移については記載しておりません。また、持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が

存在しないため記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　第24期第３四半期累計（会計）期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。第23期は１株当たり当期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載

しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当社は、関係会社が存在しないため、該当事項はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成21年11月30日現在

従業員数(名) 301（1,272）

(注) １　従業員数は、嘱託契約の従業員及び準社員を含む就業人員であります。

２　従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第３四半期会計期間の平均人員(１日８時間換算)であります。

３　臨時従業員には、パートタイマーの従業員を含み、嘱託契約の従業員及び準社員、派遣社員は除いております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当社は、最終消費者へ直接販売する飲食業を行っておりますので、生産実績は記載しておりません。

　

(2) 仕入実績

当第３四半期会計期間における仕入実績を業態別に示すと、次のとおりであります。

業　　　　　　　態 仕入高(千円)

ザめしや 471,284

街かど屋(ザめしや24) 155,186

めしや食堂 106,190

讃岐製麺 93,738

めんむす 28,063

めしやっこ 14,229

その他 11,744

合　　　　　　　計 880,438

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 販売実績

当第３四半期会計期間における販売実績を業態別に示すと、次のとおりであります。

業　　　　　　　態 販売高(千円)

ザめしや 1,447,196

街かど屋(ザめしや24) 480,797

めしや食堂 307,410

讃岐製麺 378,377

めんむす 94,587

めしやっこ 41,544

その他 34,716

合　　　　　　　計 2,784,629

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第３四半期会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又

は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　

(1) 経営成績の分析

当第３四半期会計期間におけるわが国の経済は、依然、昨年の世界的な金融危機による影響が残ってお

り、株価低迷や円高を背景に、企業収益率の悪化による雇用不安から景気の先行きに対する不透明感が続

いております。外食産業におきましても、節約志向から外食を控える傾向があり、個人消費の低迷が続く

厳しい環境の中で、新型インフルエンザの流行もあり来店客数が減少しております。また、実所得の減少

を主因とした消費者心理の悪化によるお客様の購買活動の変化から依然厳しい経営環境が続いておりま

す。 

　このような環境の中、昨年より収益性の向上を目指し、第２四半期までに不採算店舗を「讃岐製麺」業

態へ17店舗転換しております。当第３四半期会計期間の新規出店は「讃岐製麺」１店舗で業態転換店舗

はありませんでしたが、今後、店内製麺所において毎日製麺した本物志向の業態である「讃岐製麺」と、

安く手軽な24時間営業の定食屋業態「街かど屋」を事業の柱として、新規出店に力をいれ店舗展開をお

こなっていきます。当第３四半期累計期間末の店舗数は118店舗となり、新規出店は４店舗、閉店は５店

舗、業態転換店舗は７店舗となりました。 

　当第３四半期会計期間の業績は、既存店売上高の減少による影響で、売上高は2,784,629千円、営業利益

は37,856千円、経常利益は44,192千円、四半期純利益は48,633千円となりました。 
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(2) 財政状態の分析

　（資産の部）

流動資産は、設備投資等の支払いがありましたが銀行から600,000千円の資金調達を実行した結果、現

金及び預金が189,428千円増加したことや、原材料及び貯蔵品等の減少により3,135,229千円（前事業年

度末は3,082,404千円）となりました。有形固定資産は、建設仮勘定の減少や償却が進んだことにより

2,304,376千円（前事業年度末は2,474,112千円）、投資その他の資産は差入保証金の回収が進んだこと

で1,983,641千円となり、資産の部合計は、7,463,591千円（前事業年度末は7,672,454千円）となりまし

た。

　（負債の部）

流動負債は、買掛金の減少等により1,797,046千円（前事業年度末は2,208,379千円）となりました。固

定負債は退職給付引当金の増加等により2,224,785千円（前事業年度末は2,099,980千円）となり、負債

の部合計は、4,021,831千円（前事業年度末は4,308,359千円）となりました。

　（純資産の部）

純資産の部合計は、利益剰余金の増加等により3,441,759千円（前事業年度末は3,364,095千円）とな

りました。これにより、当第３四半期末の自己資本比率は46.1％となりました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物の四半期末残高は第２四半期会計期間末に比べ

79,745千円増加し、2,677,504千円となっております。

　当第３四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりです。

　営業活動によるキャッシュ・フローは、仕入債務等の減少がありましたが、税引前四半期純利益42,706

千円、減価償却費68,880千円等の増加の影響で50,401千円の収入となっております。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、新規出店及び業態転換のための有形固定資産の取得による支

出、閉店等による差入保証金の回収による収入があり、4,662千円の収入となっております。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済による支出230,040千円等、返済が進みました

が、銀行から調達致しました200,000千円の長期借入れによる収入等により、24,681千円の収入となって

おります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

①重要な設備計画の完了

当第３四半期会計期間において、前四半期会計期間末に計画中であった重要な設備の新設について完

了したものは次のとおりであります。

事業所名
(所在地)

業態別
の名称

設備の
内容

投資予定額(千円)
資金調達
方法

着手年月 完了年月
完成後の
増加能力
(席)総額 既支払額

中切店 
(名古屋市北区)

讃岐製麺 店舗設備 38,75037,800
借入金
割賦
リース

平成21年８月 平成21年９月 52

合計 ― ― 38,75037,800― ― ― 52

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　完成後の増加能力欄については、店舗の客席数を記載しております。

　

②重要な設備の新設等

当第３四半期会計期間において、新たに出店が確定した店舗は次のとおりであります。

事業所名
(所在地)

業態別
の名称

設備の
内容

投資予定額(千円)
資金調達
方法

着手年月
完了予定
年月

完成後の
増加能力
(席)総額 既支払額

刈谷日高町店
（愛知県刈谷市）

讃岐製麺 店舗設備 35,7501,750
借入金
割賦
リース

平成21年11月 平成21年12月 66

高針店 
(名古屋市名東区)

讃岐製麺 店舗設備 22,100 ─
借入金 
割賦 
リース

平成21年11月 平成21年12月 58

熱田区青池店
(名古屋市熱田区)

讃岐製麺 店舗設備 52,0004,000
借入金 
割賦 
リース

平成21年12月 平成22年2月 58

合計 ― ― 109,8505,750― ― ― 182

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　完成後の増加能力欄については、店舗の客席数を記載しております。

　

③重要な設備の除却等

該当事項はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年11月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年１月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 18,302,00018,302,000
株式会社ジャスダッ
ク証券取引所

単元株式数
1,000株

計 18,302,00018,302,000― ―

(注)  発行済株式は、完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年９月１日～
平成21年11月30日

─ 18,302,000 ─ 1,838,526 ─ 1,537,526

　

(5) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日(平成21年８月31日)に基づく株主名簿による記載をし

ております。

① 【発行済株式】

平成21年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
 普通株式　　      1,000

―

権利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式で
あり単元株式数は1,000株で
あります。

完全議決権株式(その他) 普通株式     18,300,00018,300 同上

単元未満株式 普通株式　　　　　1,000 ― （注)

発行済株式総数 普通株式　 　18,302,000― ―

総株主の議決権 ― 18,300 ―

(注)　「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式667株が含まれております。

② 【自己株式等】

平成21年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ライフフーズ

大阪府吹田市江坂町
１丁目13－41

1,000 ― 1,000 0.0

計 ― 1,000 ― 1,000 0.0

(注)　当第３四半期会計期間末日現在における自己株式数は1,667株であります。

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
　３月

　
　４月

　
　５月

　
　６月

　
　７月

　
　８月

　
　９月

　
　１０月

　
　１１月

最高(円) 146 141 145 152 169 172 164 159 160

最低(円) 122 124 128 138 150 147 140 147 141

(注)  株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

(1) 役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

代表取締役会長兼社長 代表取締役会長 清水　三夫 平成22年１月５日

代表取締役副社長兼執行役員
開発本部長兼開発建設部長

代表取締役社長兼執行役員 
開発本部長兼開発建設部長

松本　邦泰 平成22年１月５日
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第５ 【経理の状況】

１  四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、当第３四半期会計期間(平成21年９月１日から平成21年11月30日まで)及び当第３四半期累計期間

（平成21年３月１日から平成21年11月30日まで）は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則

等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第６条第１項第５号ただし書き

により、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて早期に作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期会計期間(平成21年９月　１日

から平成21年11月30日まで)及び当第３四半期累計期間(平成21年３月１日から平成21年11月30日まで)に

係る四半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

　なお、監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月１日をもって有限責任監査法人

トーマツとなりました。

　

３  四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期会計期間末
(平成21年11月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,677,504 2,488,076

売掛金 11,118 7,833

商品 6,596 9,739

原材料及び貯蔵品 54,639 61,096

繰延税金資産 118,642 151,134

その他 266,728 364,523

流動資産合計 3,135,229 3,082,404

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※１
 2,025,270 2,116,195

その他 ※１
 279,106 357,917

有形固定資産合計 ※２
 2,304,376

※２
 2,474,112

無形固定資産 40,343 41,845

投資その他の資産

差入保証金 1,565,586 1,627,284

繰延税金資産 259,065 264,458

その他 159,799 183,186

貸倒引当金 △810 △836

投資その他の資産合計 1,983,641 2,074,092

固定資産合計 4,328,361 4,590,049

資産合計 7,463,591 7,672,454

負債の部

流動負債

買掛金 294,443 658,551

未払法人税等 41,180 37,740

1年内返済予定の長期借入金 720,560 640,256

賞与引当金 152,534 114,354

その他 588,327 757,477

流動負債合計 1,797,046 2,208,379

固定負債

長期借入金 1,429,350 1,499,920

退職給付引当金 343,291 329,060

役員退職慰労引当金 77,838 79,345

その他の引当金 11,521 13,258

長期預り保証金 177,632 175,823

その他 185,152 2,571

固定負債合計 2,224,785 2,099,980

負債合計 4,021,831 4,308,359
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(単位：千円)

当第３四半期会計期間末
(平成21年11月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年２月28日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,838,526 1,838,526

資本剰余金 1,537,526 1,537,526

利益剰余金 67,481 △10,247

自己株式 △382 △382

株主資本合計 3,443,151 3,365,422

評価・換算差額等

繰延ヘッジ損益 △1,391 △1,327

評価・換算差額等合計 △1,391 △1,327

純資産合計 3,441,759 3,364,095

負債純資産合計 7,463,591 7,672,454
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

(単位：千円)

当第３四半期累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年11月30日)

売上高 ※１
 8,769,269

売上原価 2,645,912

売上総利益 6,123,357

販売費及び一般管理費 ※２
 5,923,831

営業利益 199,526

営業外収益

受取利息 7,196

受取家賃 205,069

その他 38,861

営業外収益合計 251,128

営業外費用

支払利息 26,181

賃貸収入原価 193,855

その他 5,279

営業外費用合計 225,316

経常利益 225,337

特別利益

固定資産売却益 500

国庫補助金 4,889

過年度損益修正益 2,125

特別利益合計 7,514

特別損失

有形固定資産売却損 727

有形固定資産除却損 10,833

減損損失 54,852

店舗閉鎖損失 9,149

固定資産圧縮損 4,889

その他 3,398

特別損失合計 83,851

税引前四半期純利益 149,001

法人税等 ※３
 71,272

四半期純利益 77,728
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【第３四半期会計期間】
(単位：千円)

当第３四半期会計期間
(自 平成21年９月１日
　至 平成21年11月30日)

売上高 ※１
 2,784,629

売上原価 840,210

売上総利益 1,944,419

販売費及び一般管理費 ※２
 1,906,562

営業利益 37,856

営業外収益

受取利息 2,184

受取家賃 65,646

その他 12,314

営業外収益合計 80,145

営業外費用

支払利息 8,864

賃貸収入原価 62,947

その他 1,997

営業外費用合計 73,809

経常利益 44,192

特別損失

有形固定資産売却損 727

有形固定資産除却損 204

店舗閉鎖損失 553

特別損失合計 1,486

税引前四半期純利益 42,706

法人税等 ※３
 △5,927

四半期純利益 48,633
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 149,001

減価償却費 204,051

減損損失 54,852

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） △1,737

賞与引当金の増減額（△は減少） 38,180

退職給付引当金の増減額（△は減少） 14,231

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △1,507

貸倒引当金の増減額（△は減少） △26

受取利息及び受取配当金 △7,196

支払利息 26,181

有形固定資産売却損益（△は益） 227

有形及び無形固定資産除却損 10,833

売上債権の増減額（△は増加） △3,284

たな卸資産の増減額（△は増加） 9,599

仕入債務の増減額（△は減少） △364,107

未払消費税等の増減額（△は減少） △1,068

その他の資産の増減額（△は増加） 102,936

その他の負債の増減額（△は減少） △199,444

その他 4,889

小計 36,612

利息及び配当金の受取額 4,514

利息の支払額 △29,080

法人税等の支払額 △37,785

営業活動によるキャッシュ・フロー △25,737

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 500,000

定期預金の預入による支出 △300,000

有形固定資産の売却による収入 500

有形固定資産の取得による支出 △103,387

無形固定資産の取得による支出 △730

差入保証金の差入による支出 △18,083

差入保証金の回収による収入 81,907

貸付金の回収による収入 17,641

投資活動によるキャッシュ・フロー 177,847

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 600,000

長期借入金の返済による支出 △590,266

セール・アンド・割賦バック取引に基づく資産
売却代金の受入額

262,181

割賦債務の返済による支出 △34,586

配当金の支払額 △11

財務活動によるキャッシュ・フロー 237,317

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 389,428

現金及び現金同等物の期首残高 2,288,076

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 2,677,504
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【継続企業の前提に関する事項】

当第３四半期会計期間(自  平成21年９月１日  至  平成21年11月30日)

該当事項はありません。

　

　

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

当第３四半期累計期間
(自　平成21年３月１日　至　平成21年11月30日)

１　棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準第９号)を第１四半期会計期間より適用し、評価基準に

ついては、最終仕入原価法から最終仕入原価法(貸借対照表価額については、収益性の低下に基づく簿価切下げ

の方法)により算定しております。これによる当四半期財務諸表に与える影響はありません。

２　リース取引に関する会計基準の適用

「リース取引に関する会計基準」(企業会計基準第13号)及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」

(企業会計基準適用指針第16号)を第１四半期から早期に適用し、所有権移転外ファイナンス・リース取引につ

いては、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理から通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理に変

更し、リース資産として計上することにしております。 

　また、リース資産の減価償却方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零として算定する定額法によって

おります。 

　なお、リース取引開始日が平成21年２月28日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常

の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。 

　この結果、当第３四半期累計期間において新たな所有権移転外ファイナンス・リース取引が発生しなかったた

め、損益に与える影響はありません。

　

　

【簡便な会計処理】

　
当第３四半期累計期間

(自　平成21年３月１日　至　平成21年11月30日)

１　法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況

に著しい変化がないと認められるので、前事業年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニン

グを使用する方法によっております。

　

　

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
当第３四半期会計期間末
(平成21年11月30日)

前事業年度末
(平成21年２月28日)

※１ 有形固定資産に係る国庫補助金の受入れによる圧

　  縮記帳累計額

　　　建物　　　　33,368千円

　　　その他　　　 5,626千円

※１ 　　　　　　　─────

 
 
 

※２ 有形固定資産の減価償却累計額は、3,290,003千

　　円であります。

※２ 有形固定資産の減価償却累計額は、3,259,601千

　　円であります。
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(四半期損益計算書関係)

第３四半期累計期間

　
当第３四半期累計期間
(自　平成21年３月１日 
  至　平成21年11月30日)

※１ 当社の売上高は、連休や夏休みなど休日が第１及

　 び第２四半期会計期間に多くなることにより、第３　

　 及び第４四半期会計期間に比べ高くなる季節的変動

　 があり、営業利益以下においても第１及び第２四半

   期会計期間に偏る傾向があります。

　

※２ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　 は次のとおりであります。

　

給与手当 839,909千円

賃金 1,771,380　
賞与引当金繰入額 154,069　
退職給付費用 28,239　
役員退職慰労引当金繰入額 3,599　
賃借料 1,291,091　

　

※３ 法人税等調整額は、法人税等に含めて表示してお

　 ります。　

　

　

第３四半期会計期間

　
当第３四半期会計期間
(自　平成21年９月１日 
  至　平成21年11月30日)

※１ 当社の売上高は、連休や夏休みなど休日が第１及

　 び第２四半期会計期間に多くなることにより、第３　

　 及び第４四半期会計期間に比べ高くなる季節的変動

　 があり、営業利益以下においても第１及び第２四半

   期会計期間に偏る傾向があります。

　

※２ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　 は次のとおりであります。　

　

給与手当 275,204千円

賃金 576,462　
賞与引当金繰入額 43,920　
退職給付費用 9,413　
役員退職慰労引当金繰入額 1,176　
賃借料 422,614　

　

※３ 法人税等調整額は、法人税等に含めて表示してお

　 ります。　
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(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第３四半期累計期間
(自　平成21年３月１日 
  至　平成21年11月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年11月30日現在）
 

現金及び預金 2,677,504千円

現金及び現金同等物 2,677,504　
 

　

　

(株主資本等関係)

当第３四半期会計期間末(平成21年11月30日)及び当第３四半期累計期間(自  平成21年３月１日  至  平

成21年11月30日)

１  発行済株式に関する事項

株式の種類 当第３四半期会計期間末

普通株式(株) 18,302,000

　

　

２  自己株式に関する事項

株式の種類 当第３四半期会計期間末

普通株式(株) 1,667

　

　

３  新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。

　

　

４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

　　該当事項はありません。

　

(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生

日が当四半期会計期間の末日後となるもの

　　該当事項はありません。

　

　

５  株主資本の著しい変動に関する事項

　　該当事項はありません。
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(リース取引関係)

　当第３四半期累計期間(自　平成21年３月１日　至　平成21年11月30日)及び当第３四半期会計期間(自　平成

21年９月１日　至　平成21年11月30日)

リース取引開始日が平成21年２月28日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、

引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理をしておりますが、当第３四半期会計期間末

におけるリース取引残高は前事業年度末に比べて著しい変動がないため記載しておりません。 

　

　

(有価証券関係)

　当第３四半期会計期間末(平成21年11月30日)

該当事項はありません。

　

　

(デリバティブ取引関係)

　当第３四半期会計期間末(平成21年11月30日)

当社の利用しているデリバティブ取引は、金利スワップ取引のみであり、ヘッジ会計を適用している

ため記載を省略しております。

　

　

(ストック・オプション等関係)

　当第３四半期会計期間(自　平成21年９月１日　至　平成21年11月30日)

該当事項はありません。

　

　

(企業結合等関係)

　当第３四半期会計期間(自　平成21年９月１日　至　平成21年11月30日)

該当事項はありません。

　

　

(持分法損益等)

　当第３四半期累計期間(自　平成21年３月１日　至　平成21年11月30日)及び当第３四半期会計期間(自　平成

21年９月１日　至　平成21年11月30日)

持分法を適用すべき関連会社はありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第３四半期会計期間末
(平成21年11月30日)

前事業年度末
(平成21年２月28日)

　 　

　 188.07円
　

　 　

　 183.83円
　

　

２  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

　

第３四半期累計期間

当第３四半期累計期間
(自　平成21年３月１日 
  至　平成21年11月30日)

１株当たり四半期純利益 4.25円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜
在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(注)  １株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
当第３四半期累計期間
(自  平成21年３月１日
至  平成21年11月30日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 77,728

普通株式に係る四半期純利益(千円) 77,728

普通株主に帰属しない金額(千円) ─

普通株式の期中平均株式数(千株) 18,300

第３四半期会計期間

当第３四半期会計期間
(自　平成21年９月１日 
  至　平成21年11月30日)

１株当たり四半期純利益 2.66円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜
在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(注)  １株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
当第３四半期会計期間
(自  平成21年９月１日
至  平成21年11月30日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 48,633

普通株式に係る四半期純利益(千円) 48,633

普通株主に帰属しない金額(千円) ─

普通株式の期中平均株式数(千株) 18,300

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　

平成22年１月８日

株式会社ライフフーズ

取締役会　御中

　

　

 有限責任監査法人トーマツ 　

　

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　石　　 黒　　 　訓　　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　溝　 口　　　聖 　規　　印

　

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ライフフーズの平成21年３月１日から平成22年２月28日までの第24期事業年度の第３四半期会計期間

(平成21年９月１日から平成21年11月30日まで)及び第３四半期累計期間(平成21年３月１日から平成21年11

月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・

フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人

の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ライフフーズの平成21年11月30日現在の財政

状態、同日をもって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認

められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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